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学位論文内容の要旨 

産業界から高等教育機関に対して、次世代の産業を担うイノベーション人材の育成が求められて久しい

が、未だに要望が続いていることから、その要望には応えられていないと考えられる。イノベーション人材

とは自ら課題を解決し、主体的な行動をし、協同力を持ち合わせるなどといった高い資質がある人材を指

す。工学教育においてそのような人材の育成に適した教授法は PBL（Project based learning）が適していると

言われており、本論文では、まず 4 年間にわたり実践に即した PBL 手法を提示する。次に PBL では分野単

一型で構成された学生より、分野横断型で構成された学生がコンピテンシー向上に有効であろうという考え

の下で、分野単一型チームをターゲット群と定め、コンピテンシー計測テスト（PROG：Progress Report on 

Generic skills）の結果を分析した。その結果、分野横断チームに参加した学生は、PROG テストにおいてコ

ンピテンシーが向上に大きく寄与したと証明することができた。 

 

以下、本論文の構成は以下の通りである。 

 

第 1 章では、研究の背景として、工学教育における分野横断型教育の必要性と現状を述べた後、および本

研究の目的について述べる。 

第 2 章では、本研究の教授法である PBL の現状や事例を説明した後、現在の工学教育における PBL 演習

をについて、実例を提示の上で取り組まれている状況と課題を提示する。そして、分野横断型を通じた人材

育成の必要性を示す。 

第 3 章では、コンピテンシーの必要性を説明した後、それによって構成されるジェネリックスキルの社会

における考え方、さらにはコンピテンシーを計るために用いられた PROG テストの説明およびその信頼性

について述べる。 

第 4 章では、本研究において 4 年間に渡り実施した PBL 演習の教育手法について述べる。 

第 5 章では、第 4 章で述べた PBL 演習の結果を基とする統計分析手法及び分析プロセス、分析結果を述

べる。 

第 6 章では、本研究の結論及び考察について述べる。  

 



論文審査結果の要旨 

急速な技術革新や産業構造の変化に対応できるよう、様々な専攻の垣根を越えた分野横断型人材の育

成が現在の社会には急務であり、国や産業界からは、高等教育機関に対して、専門の枠を超えた分野横断

的な思考と実践的な思考とを持ち合わせた人材の育成が求められている。そのため、専門分野の異なる学

生同士でチームを組んでPBL (Project Based Learning)演習を実施する取組みが行われているが、このよう

な分野横断型チームでPBL演習を実施することの良さについて、定量的な評価はあまり行われていなかっ

た。そこで、本研究では、2017年から4年間にわたり、カリキュラムや専門性が同じ学生で構成されるチー

ム（分野単一型チーム）をターゲット群、カリキュラムや専攻が異なる学生で構成されるチーム（分野横

断型チーム）をコントロール群として、両分野に対してほぼ同じ教育手法のPBL演習を実施し、演習の前

後において実施したコンピテンシーを測るテスト（PROGテスト）の結果から得られるデータを使用して、

分野横断型チームの効果を統計的に分析した。まず、全体の総合コンピテンシー平均値から、PBL演習を

受けることで受講者のコンピテンシースコアが向上することをt検定により確認した。次に、PROGテスト

における大分類スコアおよびPBL演習前後をそれぞれ要因とした2要因混合計画における分散分析を行い、

大分類の一つである対自己基礎力が総合コンピテンシースコアの向上に寄与することを確認した。最後

に、チーム属性、対自己基礎力を構成する中分類の3コンピテンシー（感情制御力、自信創出力、行動持

続力）、PBL演習前後をそれぞれ要因とする3要因混合計画で分散分析を行ったところ、チーム属性とPBL

演習前後の一次の交互作用が有意であった。これより、PBL演習において、分野横断型チームの参加学生

は、分野単一型チームの参加学生に比較して、これら3つの中分類コンピテンシーが伸びることを確認し

た。 

以上のように、本論文は、分野横断型チームでPBL演習を実施することの効果を統計的に分析した論文

であって、博士(統合科学)の学位に値すると認める。 


